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ネットワークである central autonomic network の一部を形成しており、それらの障害に









 本研究では初発で、発症 48 時間以内の片側の中大脳動脈領域に限局する急性期脳梗塞と
診断された患者を対象とした。血圧は入院時から 3 時間毎に 72 時間連続して測定した。入
院時から 24 時間までを hyperacute phase、入院の第 2 日から第 3 日の期間を acute phase
と定義した。それぞれの期間における収縮期及び拡張期の血圧変動を、最大血圧と最小血
圧の差（∆ BP）、標準偏差（SD）、変動係数（CV）、逐次変動（SV）を用い、測定した。
梗塞の領域と体積は magnetic resonance imaging（MRI）を用い、入院日と入院 2 週間後
に評価した。MRI を行う事ができない患者に対しては、computed tomography を用い、入院





分けた比較では除外した。神経学的重症度は入院時の the National Institutes of 
Health Stroke Scale（NIHSS）を用い評価し、転帰は入院 2 週間後の modified Rankin 
Scale（mRS）を用い、評価を行った。 
 結果は以下のごとくまとめられる。参加基準を満たした 90 名の患者が本研究に登録され
た。90 名のうち、33 名の患者に島皮質に梗塞を認めた。島皮質を含む脳梗塞群では、島皮
質を含まない梗塞群と比較して、有意に梗塞巣体積が大きく、mRS が高かった（それぞれ P 
< 0.01, P < 0.01）。島皮質を含む脳梗塞群は島皮質を含まない梗塞群と比較すると、
hyperacute phase における収縮期の∆ BP、SD、CV が有意に減少していた（それぞれ P = 
0.04, P = 0.02, P = 0.03）。拡張期血圧や acute phase での有意差は認めなかった。右
島皮質を含む脳梗塞群、左島皮質を含む脳梗塞群、島皮質を含まない脳梗塞群の 3 群比較
では、入院時の NIHSS、入院 2 週間後の mRS において有意な差を認めた（それぞれ P < 
0.05, P < 0.001, P < 0.001, P < 0.001）。Hyperacute phase における SD と CV は３群
間で有意差を認め、右島皮質を含む脳梗塞群で有意に減少していた（それぞれ P < 0.05, 
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判  定  合  格 
 
上記３名の審査委員会委員全員が出席のうえ、平成 30 年 2 月１日の第 73 回広島
大学研究科発表会（医学）及び平成 30 年 2 月 6 日の本委員会において最終試験を
行い、主として次の試問を行った。 
 
 １ 右前部島皮質の障害による転帰悪化機序 
 ２ 島皮質障害による超急性期と急性期血圧変動への影響の差異 
 ３ 自律神経障害に対する治療介入の可能性 
 ４ 島皮質以外の領域による自律神経障害への関与の可能性 
 ５ 健常者と右前部島皮質梗塞患者の血圧変動の差異 
 
これらに対して極めて適切な解答をなし、本委員会が本人の学位申請論文の内容
及び関係事項に関する本人の学識について試験した結果、全員一致していずれも学
位を授与するに必要な学識を有するものと認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
